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研究成果の概要（和文）：日本語で書かれた新聞記事を批判的談話分析の観点から分析し，そこに自然な形で取り込ま
れているさまざまな意図と実践を明らかにした。それを通して，情報をいかに受け取り，理解し，活用するかというメ
ディア・リテラシーの重要性を発信した。研究成果は，編著書籍・書籍収録論文・紀要・口頭発表・国際シンポジウム
などの形で社会に公開し，その成果を還元した。

研究成果の概要（英文）：I analyzed newspaper articles written in Japanese from the viewpoint of critical 
discourse analysis. I clarified various intentions and practice taken in in natural form there. Through 
it, I showed how we should accept the information, how we should understand the information, and how we 
use the information. Also I asserted the importance of the media literacy.　The results of research 
showed it in the form such as a compilation book, a book collecting article, a bulletin, a presentation, 
the international symposium in the society. I returned the result for the society.　

研究分野：批判的談話研究

キーワード： 批判的談話分析　メディア・リテラシー　社会的な内容のテクスト
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１．研究開始当初の背景 
 2011年 3月 11日の東日本大震災と福島第
一原発事故は私たちの社会を大きく変え、こ
れまで当然視していたものを批判的に再検
討することの重要性を知らしめた。とはいえ、
職業的な要請によらない多くの一般市民は
情報をそれほど厳密に理解しようと試みて
いるわけではない。しかし、市民として自立
するためには「情報に惑わされず主体的に的
確な判断ができる能力」が不可欠である。近
年の学校教育でも指摘されているように、
「コミュニケーション力」や「論理性」は非
常に重要である。研究の成果を社会に還元す
ることを目標とした「社会と関わる語用論研
究」が求められていると言えよう。  
 
 
２．研究の目的 
(1) 一般市民が普通に入手することができる
「情報」の中に、誰のどういう意図や実践が
自然を装って組み込まれているか、読者が普
通に読んで理解していくときに、どういう語
彙や表現に影響を受けて解釈を形成する可
能性があるかについて数多くのテクストを
分析する。 
 
(2) その分析を通して得られた知見を、メデ
ィア・リテラシーの涵養のために社会に公開
し、広く還元する。 
 
３．研究の方法 
(1) 市民がごく普通に接することのできる
新聞記事を主な分析対象とする。新聞記事は
各新聞社の Web ページから収集するが、誰も
が一番最初にアクセスするであろう新着記
事欄から収集する。収集先新聞は読売新聞・
朝日新聞・毎日新聞・産経新聞・東京新聞で
ある。収集方法は研究者が１日に数回 Web サ
イトにアクセスして閲覧し、手作業で配信記
事を記録した。その中から、話題やその時の
社会情勢、分析の意義などを総合的に判断し、
分析対象の記事を選定した。 
 
(2) 分 析の枠組みは批判的談話分析
（Critical Discourse Analysis，以下 CDA）
を採用した。CDA は、ことばや視覚情報を批
判的に分析することを通して、暗示的なもの
を顕在化させることができる分析の枠組み
である。またCDAは，社会の問題に目を向け、
弱者側に立ち、権力の意図と実践を明るみに
出し、それと向き合う方法を考え、最終的に
は社会変革のために行動することを目標と
してる。以上の理由で、分析の枠組みとして
最適であると判断したからである。 
 
(3) 分析は個人で行ったが、研究成果の公開
に際しては柔軟な姿勢をとることとした。学
会などで交流をもった研究者やそのネット
ワークを活用し、共同で書籍を執筆したり、
パネルセッションを行う等の手法も取り入

れることとした。 
 
４．研究成果 
 研究成果は大きく４つの観点からとらえ
ることができる。 
 
(1) まず、日本語研究における CDA の可能性
を示すことができた点である。CDA はヨーロ
ッパを中心に実践されている研究である。
CDA に取り組んでいる日本人研究者もいるが、
政治的な内容のテクストを扱うことが多か
ったり、支配被支配や権力といったものと向
き合う関係で、研究分野内にとどまっている
印象があった。しかし、本研究では当初から
研究成果を社会に実践的な形で還元するこ
とを目的にしており、積極的な発信を行った。 
 
(2) 次に成果と言えるのは、力でもって他者
を支配したりコントロールしたりしようと
する人々や集団が、どのような意図を持ち、
どのように談話を生み出し、メディアとの関
わりを通して、どのような支配行動を実践し
ているのかを具体的に明らかにできた点で
ある。本研究が分析のために取り上げた談話
の話題は、原発事故・特定秘密保護法・沖縄
辺野古の基地問題・戦後 70 年談話など多岐
にわたる。それらの分析を通して、談話の中
の、何に着目し、どう読めば、誰の、どのよ
うな意図や実践が見えるのかを、談話構成や
話題展開というマクロ面と言語形式や慣用
表現などのミクロ面との双方から明らかに
することができた。これらの成果は、批判的
なメディア・リテラシー教育にも応用できる
ものである。 
 
(3) 言語学的な研究成果だけではなく、研究
成果の社会への公開という点でも大きな成
果をあげることができた。書籍の出版・国際
シンポジウムの企画開催・学際的な組織での
講演や発表・他団体による市民向けシンポジ
ウムでの登壇などを通して、これまで言語学
や批判的談話分析というものに接する機会
がなかった人々に、研究成果とその成果を活
用について発信することができた。 
 
(4) 研究を遂行する途上で、EU における民主
的シティズンシップ教育の研究者と交流す
る機会があり、それをきっかけにして、CDA
の持つ言語教育での可能性について考える
ようになり、研究成果を言語教育関係の研究
会や学会で積極的に発表を行った。また、所
属先のカリキュラムにおいてCDAの授業を開
講し、批判的な思考力の涵養にも務めること
ができた。特に後者は、論文や口頭発表とい
う形ではないが、「分析を通して得られた知
見をメディア・リテラシーの涵養のために社
会に公開し広く還元する」という本研究の目
的から見て，非常に意義のあることであると
考えられる。 
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